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   A  34-year-old male was admitted with a persistent urethro-rectal fistula on whom we 
performed radical method of closing the fistula we newly devised with satisfactory result. 
   Good result was obtained in our method by elongating the distance between the fistulous 
openings on the urethra and the rectum. 
   This is, namely, a combination  of Young-Stone's radical operation and invation opera-


















我 々は恐 らく炎症性病変に起 因す ると考え ら
れ る難治性尿 道直腸痩 の1例 を経 験 したので,
この症例は対 してYoung・Stone手術 より更
に理 論 的には根 治 的 と考 え られ る術式に よつ










初診の約1年 前より排尿困難があり,し ぼ しぽ頻
尿,排 尿痛,尿濁濁および気尿症をみとめた.また下











































L手 術 循 式 の連i択
イミ症 例 はrll:手1小ガ症 例 て あ るた め に,我 々は 理 論 的 に
最 も根 治 的 で あ る11「・術 法 を え ら ん だ.即 ち 在 来 の





















































































尿道直腸痩閉鎖手術に関する最初 の報 告 は
Ziembickiによるものであつて,これは会陰切
開によつて直腸の周囲を痩孔部を含めて特に両
側壁を充分に剥離 した後,尿 道痩孔,直 腸痩孔
を各々別個に縫合 し,両縫合部が近接 しない様
に直腸 の軸を回転固定 さす方法である,こ の原
809
則 を応用 してLowsleyは尿道お よび直腸 の各
痩孔 を各 々 リボ ンカッ トグッ トに て縫合閉鎖 し
た後,尿 道痩 孔縫 合部を右方に,直 腸痩孔縫合
部 を左方 に牽 引 して手 術に成功 してい る.Wi1-
helmも同様 な方法 で4例 の報告を 行 つ て い
る.
一 方Whitehead痔核 根治手術 を応用 した
尿道直腸痩 閉鎖 術はTedellat,Wildbolz等に
よつ て試 み られていたが,1917年Youngand
Stoneの記載以降一般にYoung-Stone尿道 直
腸痩根治手術 の名で呼 ばれ て来 た.本 法 は肛 門
の周 囲皮膚 に ラケッ ト形 の切開 を加 えて肛門括
約筋 を前方 で切 開 し,直 腸 をその周 囲よ り剥離
しつつ肛 門外 に牽 引 して痩孔 の後方に達 し,尿
道側 の痩孔 を縫合閉鎖 した後に横浅会陰筋を縫
合 してこれ を覆 い,肛 門括約筋 を縫合 し,肛 門
外に牽 引 した直腸 を痩孔部 の上方で切断 してそ
の断端を皮膚に縫合す る方法で ある.本 法はそ
の後Lewis,Lowsley,Cecil,Davis,辻等 が
追試 して成功 をお さめ てい る.
このYoung-Stone手術は痩孔閉鎖術 の理論
上では正当 なものと考え られるが,そ の手技が
比較的困難を伴 う短所が あるとしてDavisは
1934年に姑息的療法 のみに よる3治 験例 を発表
してお り,1935年Scottも単純縫合法に よる6
例を報告 してい る.ま たWatsonandKnaPP
は会陰切 開に より痩孔 の上部 まで尿道直腸聞を
剥離 した後,尿 道痩孔 縁を新鮮化 して縫合 し,
次 いで股 をせばめて両側浅会陰横筋 ・挙肛筋 を
縫合 し,さ らに直腸側 を痩孔 よ り肛門 まで切開
して創面 を新鮮化 して縫合 する方法 を述べてい
る.し か し症例 の記載 はない.
経直腸的褄孔 閉鎖 術 式 として はNourse,
Vose,Dodsonは膀胱膣痩 に対 する経膣的縫合
術 とほぼ 同様 の方法 で行つ てい る.ま た原田は
皮膚縫合 に用い られ る金属 ク リップを直腸 腔か
ら用い て直腸壁 の接合 を確実に しておいてか ら
痩孔 の縫合を試み てい る.ま たGelbkeは痩孔
を尿 道腔内に裏返す方法を試 み,Erlikは本法
を応用 して直腸壁 の弁 を作製 して これに よる搬
痕性 欠損を来 してい る尿道 の修復に成功 してい
る,
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最 近では1958年にGoodwin等 は尿道 直腸
痩に対 して会陰切 開によ り痩孔部に達 し,さ ら
に周囲を剥離 した後,尿 道側お よび直腸側痩孔
を各 々2層 に縫合 し,尿 道痩縫 合部 を上方に,
直腸 痩縫合部 を下方に転位 させ て距離を保た し
める術式につ いて述べ てい る.
以上の如 く尿道直腸痩閉鎖術に際 しては,可
能なかぎ り尿道側 と直腸側 の痩孔存在部 に距離
を保 たせ る事は治療上 に重要 な因子 の一 つ と考
え られ る.各 痩孔 の距離 を上下 に求 める方法 と
しては上述 のGoodwin,TurnerandWinter
の術式があるが,彼 等 の方法 では尚2者 間に充
分な距離 を保 つのが困難 と考え られ る.即 ち直
腸側 を下方 に転位 さし得 る最 も効果的 な術式は
やは りYoung-Stone法に他 な らない と考え ら
れ る.
一 方尿道側 を上方に牽 引す る事が出来 る最 も
有効 な手術 と して我 々は尿道 の所謂pu11-thro-
ughoperationをえ らんだ.こ の 術式は19
50年Badenochによ り球部お よび膜様 部の外
傷性尿道狭窄5例 に対 する報告 に端 を発 し,19
54年WeyrauchandBeames,1955年Vi-
11anuevaによりinvaginationmethodとし
て紹介 されている.本 邦 においても楠,斯 波
栗栖 渡井,岡 元 内宮 ・亀 甲.斉 藤,大 江
丸毛等は本法に よる尿道狭窄 の手術成績が よい
ことを述 べている.
即 ち我 々はYoung-Stone法と尿道手 術 の
mvaglnationmethodとを併用 して,尿 道側
お よび直腸側 の両痩孔間の距離 を最大限 に確保
する方法に成功 した.そ の手術術式は前記 の通
りであつ て所期 の 目的 を達 する ことをえた.故
に我 々の行つた尿道 直腸痩閉鎖術式は根治的 で
ある点か らすれば・従来 のYoung-Stone根治
手 術 よりも理論的 には更に一歩 を進め えた もの
と考え られ る.た だその手技が繁雑に過 ぎ る点
に憾 みが ないではないが,高 度でカ・つ複雑 な尿
道直腸痩に対す る根 治手 術の一方法 として価値
のある術式である と考え られる.た だ我 々は術
後に肛門失禁 を来す ことを恐れ て肛門括約筋 に
は侵襲 を加 えなかつたが,尿 道膜様部 の剥 離 を
行 つたために尿道性尿失禁 を残 した のは遺憾で
ある.
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図2手 術 終 了時 の 状 態
a=尿 道 牽 引 用 カ テ ー テル
b:膀 胱 痩 カ テ ーテ ル
C:直 腸 排 気 カテ ー テ ル
d:直 腸 内 コル ポ イ リン テ ル
F=棲 孔 の あ つ た位 置
F一レU;尿 道側 痩 孔 の移 動 距 離
F一ンR:直 腸側 痕 孔 の移 動 距 離
Oo
図3術 後の尿道X線 像
後部尿道像は尚多少不規則であるが,
痩孔は証明されない.
